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■□■ショートコメント■□■ 

◆日本では、「交響曲第１番《HIROSHIMA》」を作曲した全聾の作曲家「佐村河内守事件」

が２０１４年に世間の大注目を浴びた。２０１２年１１月９日の『情報LIVE ただイマ！』

で彼の特集を組んだ NHK は、まんまと彼に騙されていたわけだ。それに対して、２００

０年代半ばに一大スキャンダルとなった美少年作家J・T・リロイ事件とは？「Based on a 

true lie.」とうたわれた本作は、そんな実話をどう映画化するの？ 

 

◆チラシによると、本作のイントロダクションは次のとおりだ。 

 

 

◆また、チラシによると、本作のストーリーは次のとおりだ。 

 

ふたりのJ・T・リロイ 

ベストセラー作家の裏の裏 
2018年／アメリカ映画 

配給：ポニーキャニオン／108分 

2020（令和2）年2月24日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督・脚本：ジャスティン・ケリー 

原作・脚本：サヴァンナ・クヌープ 

出演：クリステン・スチュワート／

ローラ・ダーン／ジム・スタ

ージェス／ダイアン・クルー

ガー／コートニー・ラヴ 
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◆私がもともと本作に興味を持てなかったのは、美少年作家J・T・リロイが書き、ベスト

セラーになったという小説（のすばらしさ）を全く知らなかったため。本作に断片的に登

場するそのくだりを聞いていても、そんなに魅力的な小説とは思えない。そのため、その

美少年の姿をはじめて目で見た時の彼のファンや、彼の信奉者で、フランスに住む女性エ

ヴァ（ダイアン・クルーガー）の感動も私にはサッパリわからない。また、既に７０歳を

超えた私には、スクリーン上に見る美少年（？）サヴァンナ（クリステン・スチュワート）

の姿にも格別のときめきを覚えないから、この手の映画は最初からパスすべきだったか

も・・・？ 

 

◆佐村河内守は、コトがバレた後は奈落の人生しかなかった。しかし、彼のゴーストライ

ターとして１８年間も彼の代作をしていた新垣隆氏には新たな人生が開け一時はマスコミ

の寵児になったから、世の中は面白い。それと同じように、本作でも、コトがバレて一貫

の終わりと思ったはずのローラ（ローラ・ダーン）にも、１年後には意外な復活が訪れる

から、この中年女のしたたかさにビックリ！ 

 

２０２０（令和２）年２月２８日記 

 

 


